




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































林　（昭和）20 年代から 30 年代の初め（1950
年代）ぐらい。
田﨑　鹿児島は 45（1970）年ぐらいまであっ
た。
林　ありましたねえ。
山下　またそういう時代来ますよ。
丸山　ま、２、３年先が心配は心配なんだ
けどねえ。これはちょっと新しいことだけ
ど、私ずっと広報で回っておった中でねえ、
本学は現役生に人気ないんですよ。文学部
にはいま現在、浪人学生がどんどん希望し
ますけども、浪人は当然なくなり（減り）
ますからねえ。２、３年先が心配ですねえ。
現役に人気のある大学にならなければいか
ん。
山下　ま、それはまたあとにして。じゃ、
どうも長時間貴重なお話をしていただきま
して、ありがとうございました。で、いち
おう植松さんのほうでテープ起こしなど、
ま、業者さんに頼んでやっていただきます
が、それを皆さんにお配りして、何かどう
しても付け加えたいことがおありになりま
したら、それを見ていただいて、付け加え
いただくこともまたお願いしたいと思いま
すが、今日お話の中で、教務学生関係の方々
がいらっしゃらないので、今度は教務学生
関係の方々を中心にしてやることと、それ
から名古屋（車道）校舎のこともポイント
に置いた形での座談会を、さらに開かせて
いただこうかなという具合に考えておりま
す（注）。今日はまあ、貴重なお時間をご
都合つけていただきましたことを、心から
お礼申し上げます。
　以上で終わらせていただきます。どうも
ありがとうございました。
田﨑　じゃ、今日いろいろとヒントをいた
だいたので、また、何回かやらせてもらい
ます。
（注）ここなどで“予告“されている「続
きの座談会」は、実際に翌 1995 年１月
21日開かれた（参加者10名）。その「テー
プ起こし」も、やはりデータがないも
のの現存していて、続けて編集入力を
行なった。機会があればまたそれも紹
174
介してみたい。
　　 それに限らず、東亜同文書院大学記
念センター（旧 50 年史編纂事務室・大
学史事務室）には未発表の聞き取り・
講演・座談会記録などの「オーラル・
ヒストリー資料」が数多く保管されて
いる。再確認の作業を続けなければな
るまい。
　　 末筆ながら、この座談会に参加して
下さった（元）職員の皆様の中には、
やはり今は鬼籍に入られた方もおられ
る。謹んでご冥福をお祈りいたします。
